
仕様書の内容等に対する質問及び回答 

業務名：札幌市美しい森林づくり基盤整備業務  

 

※ 質問内容は、趣旨を損なわない範囲で修正・要約することがあります。 

質  問  回  答 

・皆伐区（24林班 15小班）の境界はテー

プやスプレーなどで示されていますか。 

 

 

・伐採作業時にブルドーザー以外（ハーベ

スタなど）の重機を使用しても問題ありま

せんか。 

 

 

 

 

 

 

 

・丸太の長級は様式 25「間伐材出材総数量

集計表」に記された規格以外にも変更可能

ですか。 

 

 

 

 

・丸太を巻き立てる山土場の位置は現時点

で決まっていますか。 

 

 

 

 

 

・造林地（15林班 7小班）の過去の施業履

歴（何年に間伐、皆伐等）はありますか。 

 

・間伐木について、どのような基準で搬

出・切捨てを決めるのでしょうか。 

 

 

 

・示されておりません。なお、皆伐区は

契約後、協議の上、24林班 15小班内で決

定いたします。 

 

・問題ありません。ただし、重機の使用

により、伐採区間以外(作業道等)を破損

した場合、または伐採個所において今後

行う植栽に大きく支障を伴うような轍等

地形変更を生じさせた場合は、現況復旧

を行う必要があります。 

 なお、重機使用により伐採本数が増え

ることについては、契約後の協議によっ

て可能な場合があります。 

 

・実際に製材等の売り払いの対象となり

える（実績のある）規格であり、また仕

様書で指定している規格での売払いより

も売払い額が低下しないことが確認でき

た場合、契約後の協議によって変更可能

です。 

 

・現時点で山土場の位置は決定しており

ません。 

小班ごとに、伐採区間隣接の作業道上

にスペースを確保することを予定してお

ります。詳細については、契約後に別途

協議いたします。 

 

・1995年～1996年、2020年～2021年に

間伐を実施しております。 

 

 ・直径が 12cm以下のものや、枯損木につ

いては切捨て間伐を想定しております。 

なお、直径 12cm以下のものについて

も、契約後の協議の上で切捨てから搬出

に変更することも可能です。 

     （回答日 令和４年 10月３日） 


